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 本日の例会  

 米山奨学生プッタワン君のお別れ例会～ご家族参

加Ｄａｙ♪～／ライラ参加者に宿泊セット他贈呈 
 次の例会  4 月 3 日（水） 
 ライラセミナーに参加して 和歌山大学留学４名 
 先週の例会記録   3月 13 日（水） 
◇卓話 和歌山大学留学生のための「卒業記念アル

バム」贈呈式 ゲスト；和歌山大学 長友文子先

生並びに留学生代表の方々 [和歌山新報取材] 
◇ビジター ございません 
◇出席報告  
（会員数 17 名、名誉会員１名、出席免除会員 2 名）

 本日出席(3/13) 10 名 58.82 % 
 先々週出席(2/27) 14 名 100.00 % 
◇SAA [ニコニコ箱] 主井知子君 長友先生お久し

ぶりです。お会いできて嬉しいです。田中敬彦君

今年のメモリアルブックがきれいに出来ました！

[ハッピーファミリーBOX] 主井知子君 PETS に

参加させて頂きました。中井先生大変お世話にな

りありがとうございました。 
＊幹事報告＊          幹事 利光慎二 
☆東日本大震災より２年が経ちました。今も絶え間

ない復興のご努力がなされています。今後とも皆様

のご理解ご支援をお願い致します。☆3/9私たち３RC
合同事業である「防災作文コンクール」表彰式が華

月殿において実施され中筋会長始め田中、西溪、塩

﨑各会員のご出席を頂きました。ありがとうござい

ました。子ども達の防災意識の向上に少しでも役立

てばと願って止みません。☆同じ日に PETS が開催

されました。中井会長エレクトと主井会員ご出席あ

りがとうございました。 
 

＊会長挨拶＊         会長 中筋正浩 
※先週号より続く～その頃西部のクラブが次の大

会をサンフランシスコで開催するよう正式招請を

していました。ヒューストンでの実演に向け沢山

の唄や妙技などを計画準備しておりロータリアン

の一人が「ロータリー・アン」という歌を書きま

した。列車がヒューストンの停車場に到着すると

代表者たちが西海岸のロータリアン達を出迎えま

した。その中でフィラデルフィアのガイ・ガンデ

ーカーの妻も「アン」という名前でした。この愛

称は忽ち出席した夫人たち全員の呼称に使われた

そうです。1928 年オクラホマシティーのとあるク

ラブ会員の夫人がロータリアンのアンのための組

織を提唱し全米規模の活動となりロータリアンの

未亡人も含め今もその活動が続けられているそう

です。 

こんにちは。長友先生、和歌山大学留学生 宋様、

ヒエン様 ようこそいらっしゃいました。また、

プッタワン君も毎例会出席ありがとうございま

す。日に日にお別れが近いと思うと寂しいです。

本日は和歌山大学留学生のために作製した「卒業

アルバム」の贈呈があります。先ほど留学生のお

二人とお食事をしながらのお聞きしたことを少し

ご紹介します。宗様は中国山東省のご出身でヒエ

ン様はベトナムのご出身です。お二人とも和歌山

の自然も人も大好きだということでとっても嬉し

く思いました。彼女達がますますこれから勉強に

励み社会に貢献していける立派な若者に育って下

さることを応援します。ヒエン様はライラセミナ

ーにも参加頂く予定です。そして宋様には来年の

セミナーご参加をお願いしたいと思っています。 

 
 

 

 

例会日 毎水曜日 12 時 30 分～13 時 30 分 

例会場 和歌山市中 639-6 
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四つのテスト 

 われわれがものごとを考え、言い、または    １）真実かどうか？   ３）好意と友情を深めるかどうか？ 

 為そうとする場合は、これに照合してから    ２）みんなに公平か？  ４）みんなのためになるかどうか？ 

Re-Construction 
[再構築] 

強い絆で、友愛の輪を広げよう！ 


